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収益的収支（税込み）

１．水道事業の当初予算について
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＜収益的収支＞

（１）収入は水需要の増加に伴い、水道料金が増加傾向

 →前年度比で約500万円の増（税込み）

（２）支出は物価高に伴い増加していて、経営を圧迫している

→特に受水費の増（県水の値上げ）の影響が大きい（＋１億円超） （税込み）

（３）一般会計からの繰入金により収支は均衡する見込み

→財源不足の補てんを目的とした繰入金は約4.4億円

■予算の特徴について
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＜水道基本料金の減額について＞

（１）物価高騰の影響を受ける市民や市内事業者の経済的負担を軽減し、その

生活等を支援するため、水道料金のうち基本料金を6カ月分減額するもの。

 国の「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」を活用して実施。

（２）期間：令和８年２月検針分から７月検針分まで

（３）例：口径13ｍｍを使用の場合（税込）

 基本料金1,100円（1回の請求：２カ月分）×３回＝3,300円

■【参考】令和7年度、8年度補正予算
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＜資本的収支＞

（４）老朽管更新事業 重要給水施設配水管の更新一覧 ※R８は の耐震化を推進

※令和8年度末の進捗見込み ： ５４．６％
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番号 施設名 区分 番号 施設名 区分
耐震化率 耐震化率

深谷市役所 防災中枢拠点 49.2% ワモア川本 防災地区拠点 100.0%

令和8年度 令和8年度令和7年度

75.3%

令和7年度

27.4%

深谷公民館 防災地区拠点 38.3% 深谷市総合体育館 主要避難所 100.0%

深谷市消防本部 防災中枢拠点 12.8% 川本南小学校 地区拠点避難所 100.0%100.0%

100.0%

12.8%

38.3%

幡羅公民館 防災地区拠点 0.0% 深谷赤十字病院 医療拠点 100.0%

藤沢公民館 防災地区拠点 100.0% 浄化センター 自衛隊活動拠点 23.2%23.2%

100.0%

100.0%

0.0%

大寄公民館 防災地区拠点 43.6% 佐々木病院 医療拠点 100.0%

明戸公民館 防災地区拠点 7.6% 深谷中央病院 医療拠点 0.0%0.0%

100.0%

7.6%

43.6%

豊里公民館 防災地区拠点 0.0% 川本メディカルクリニック 人工透析病院 100.0%

八基公民館 防災地区拠点 0.0% 皆成病院 医療拠点 23.1%23.1%

100.0%

0.0%

0.0%

南公民館 防災地区拠点 100.0% こくさいじクリニック 人工透析病院 0.0%

上柴公民館 防災地区拠点 100.0% おおしまクリニック 人工透析病院 100.0%100.0%

0.0%

100.0%

100.0%

花園総合支所・公民館 防災地区拠点 94.4%

岡部総合支所・公民館 防災地区拠点 100.0% 台坂クリニック 人工透析病院 100.0%100.0%100.0%

79.8%
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（５）施設整備事業…前小屋・前川原浄水場の統廃合

＜R８実施内容＞

■前小屋浄水場統廃合

・皿沼-前小屋配水管布設工事

・配水管工事完成後、前小屋浄水場から皿沼

浄水場への切替、前小屋浄水場廃止

■前川原浄水場統廃合

・配水管設計業務

・水源整備設計業務及び工事

(R8) （R12) 
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（６）施設整備事業…本田配水場拡張事業

２）年次計画

１）事業概要

本田配水場区域での水需要増加に伴い、配水池１池（1,200m3）及び配水ポンプ2台の増設、
並びに配水管の布設（φ５０～φ150、L=2，104m)）を行う。

[第１期]  → [第２期]

施設能力： 2,906m3/日   → 5,210m3/日

配 水 池： 1池 1,500m3  → 2池 2,700m3

配水ﾎﾟﾝﾌﾟ： 3台   →          5台

（現在）  （今後）

R８は配水池新設工事、電気機械工
事（配水ポンプ増設）及び配水管布
設工事を実施する。

　・拡張工事（電気機械）

　・拡張工事（配水管）

本田配水場拡張(R6～R9）

　・本田配水場拡張工事修正設計業務

　・配水管設計業務

【継続費】本田配水場拡張事業（R7～R9）

　・工事監理業務

　・拡張工事（配水池）

R9 R10 R11 R12R5 R6 R7 R8
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２．下水道事業の当初予算について

収益的収支（税込み） 資本的収支（税込み）

下水道事業全体
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＜収益的収支＞

（１）収入は使用料収入が安定的に確保できている

 →背景には面整備に伴う接続件数の増加等

（２）支出は物価高に伴い増加していて、経営を圧迫している

 →農集から公共下水道への統合効果が生じにくい状況

（３）下水道事業全体では純利益を確保できる見込み

 →公共、農集ともに純利益を確保

■予算の特徴について



＜資本的収支＞

（４）汚水管渠建設事業

・公共下水道管布設工事

➢ 八幡地区（R6～R9施工、３年目） 

・農集統合関係

➢ 公共下水道管布設工事（折之口、上郷、中郷）

 ➢ 実施設計業務（人見西部、境、本田南）

 ➢ 統合後の施設改修工事（大谷西、かしあい）

 ・その他

    ➢ 下水道施設の点検調査を継続的に実施中

11

深谷市平面図

※当該年度の工事個所を示しているものではありません

は公共下水道工事（布設工事や舗装復旧）

は農集統合へ向けた実施設計

は農集処理施設の改修工事
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（５）深谷浄化センター強化事業

・老朽化・耐震化対策を実施

➢ 水処理棟の耐震診断及び汚泥処理棟の耐震設計を実施

・その他改修等

➢ 沈砂分離機改良工事ほか
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（６）農業集落排水事業

・機能強化事業

➢ 本田ケ谷地区（管路施設改修工事等）

・単独事業

➢人見西部、境、本田南、本田中央地区

 （中継ポンプ場通報装置設置工事）

➢大寄東部地区

 （処理施設機械・電気設備改修工事）

深谷市平面図

工事（補助事業 機能強化事業）

工事（単独事業）
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